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行われている光学実験の範囲内の話であるから,その中に特異性を見出すことはかなりきびし

い問題である｡

以上のべたような数々の要請や疑問が解決されなければ,この間題に対して充分な説明が与

えられたとはいえない｡
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58年7月14-16日基研短期研究会は同8月29-31日ISQM量子力学の基礎一新技術の光

の元で-の準備的性格もあったので,本論文ではProc.ISQMに提出済の原稿と重複する所は

簡略化することはお許し頂きたい｡ISQMではZeilingeretal.1)が著者の先の論文のneutron

doubleslitinterferenceの部分のみを引用したので,有質量粒子全般に問題を拡げるため,

本論文と同じ題目を掲げて彼等に対するcommentの形をとったのであった｡

Zeilinger等の2beam干渉の中性子速度約200m/S,splitter一観測面間timeofflight2.5

msの異常さは注目に価する｡然も巨視的速度の有質量粒子の2beam干渉実験の先例を開いた

訳で,M611enstedt-Bayh2)の複 prismと組合せて考えればp,a,H吉等ionに同じ2beam 干

渉実験を拡げるには,縞が平均化されて消えぬように一度 beamを絞ることの外特別な困難は

予想されない.(中性のH,H2,T等-の拡大には検知技術上の困難がある｡)

いずれにせよ(a)timeofflightTと質量Mの益々大きな2beam干渉実験が可能,(b)此

等は既に一部Zeilingerや M611enstedt等により実現されており,単なる思考実験ではない,

(C)有質量粒子 2beam干渉実験は1952年に始まり,量子力学形成後約25年にして生じた新

事態であろう｡斯かる新事態から眺めるなら,在来のwavepacketreduction説はM の重い

どんな粒子でもsplit後Tは如何に長くても観測面到達の瞬間splitterと諸保存量を分け合い

つつreductionが起り,Tは宇宙的規模にもなり得るとするのであるから,この俵信じ続ける

のは誰しも蹄蹄せざるを得ぬのではあるまいか｡しかし信じ続けるにせよ,続けないにせよ実

証実験は皆無に近いのが現状であると言えるであろう｡

本論文では一歩前進のため,splitされたbeamが重畳されることなく飛期し,重畳が始まる

迄の距離TotalSeparatedPathLength(TSPLと略記｡path differenceに非ず)を巨視的
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に増減 (これは実現不可能ではない)して,2beam干渉縞のcontrast-の影響の測定を提案

するものである｡古典波-の類推からcontrastはTSPLに無依存とされて来たが,個々の粒子

毎に起るDirac型の2beam干渉ではMが大となればなる程遠かにcontTastはTSPLと共に

低下すると期待され,在来技術的に実現困難であったに過ぎないと考えるのは遥かに自然なこ

とと思われる｡但しcontrastの低下の説明にはwavepacketreduction説のある種の改善は

必要であろう｡図はその説明のためspeculateされたmodelを示している.即ち,飛期中,従っ

てcounter内で所謂観測が如まる進か以前に2beamの状態から1beamの状態-自発的遷移が

起る,測定上の表現を使 うならTSPLはcoherentと然らざるものに分類され,coherentTS-

PLには一種の天井値ceilingがあってTSPLがこれを越えるとcontrastは急に悪くなると推

定されるのである｡図はこの様子を表わしている｡次の段階では斯かる遷移の原因を考察せね

ばならぬであろうが,ここでは触れない｡

iOSu〓!eLU=X

1dS1

JUaLaエOUI:<ミ-----Vctrlc)blQ

)

＼)

一

∨∧
tl
I
一
一
′-ヽ
′一ヽ

__I___Y__

Incoherent.-I--
IIF

I
TSPL------I,1

一UO一STJO
U
αエ1

Y

SU!P⊃lU.tI
HJrrr･U!

一

〓=
一

三=l一■=
aJ⊃一U⊃し一Stou
!JTauOaS

I
Coherent TSPL<X<IncohercntTSPL

/

､くく

く
/､

^mod8lLop匂horBl&tionbBb}oentho t相oJ?plitbeLLn48ndth8

cont1nuouBlylncroEL41n6JPdPIL･'P8PLAr°divldodintoI;wo'PaPLOol18rOnB

,1日｡Incohel･Qnblnthemeaning 0EDime. XILooBOllPPOrboundJ). Or
tわoOo11in6Cfcohoronb'L8Pl･.

最後にPostSymp.DiscussionMeetingでなされた問答の一つを結論の代 りに掲げる｡

(間 ZeilingerとRauch)ceilingの値はどれ位と予想しているか? (答)理論的評価の手掛

りは今の所少ない｡熱中性子の場合 ZeilingerやRauchの経験から推定せば

100′̀Sceiling≦(7+α)cm<Le,

ここで上限Leとは測定技術に由来する限界であって,10mのorderと予想出来る｡もしこれを

越えてもceilingが現われぬなら,在来のreduction説は強く実証されたと言える｡

1)Zeilinger,HorneandSkull,TobepublishedinProc･ISQM,Tokyo(1983)

2)G.M611enstedtandW.Bayh,Naturwissen･48(1961)400･
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